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作品篇

ほぼ100年前に「2000年の建築をめざして」とも謳われた「未
来派建築」の中心的建築家A.サンテリア。1914年に発表され
た「新都市（チッタ•ヌオーヴァ）」のドローイングは、近代建築

（モダニズム）の到来を予告するメルクマールとして歴史に刻ま
れている。その２年後には、第１次大戦下で28歳の若さで突
然生涯を閉じた。サンテリアの作品は、すべてがそのドローイ
ングに尽きる。ドローイングで近代建築の都市空間（メトロポ
リス）を見事なまでに告知した。
鉛筆やペンで描かれた力強いドローイングは、新しいテクノロ
ジーによる都市空間の可能性を鮮烈なイメージのパースペク

ティヴに定着させた。ほぼ１世紀をかけて現実の都市がその
後を追ったとも言える。サンテリアの作品は、現代における
テクノロジーと建築、都市との関係を考える上でも、単なる
歴史的な出来事以上に、新鮮な発見を秘めている。
全ドローイング数は紛失したものも含めて373点が確認され
るが、その主要作品173点が、彼の生地コモの市立美術館に
収蔵されている。このたび同美術館の全面的な協力を得て、
イタリアでも未だ前例のない同美術館の全収蔵作品の原寸
オールカラーによる復刻が実現した（15点は縮小印刷）。

内容
作品173点
・A3判　160点
・A3判二つ折り　9点
・A3判三つ折り　4点
・カルトン入A全判　10点

建築が爆発的に飛翔する瞬間の
歴史的事件！
磯崎　新　建築家　

　建築の「未来派」の近代芸術の歴史における独自の位置は、他

の諸派とは違って、大
メトロポリス

都市の根幹にかかわるイメージを産出で

きたことである。

　都市が単なるスタティックな構成体ではなく、ダイナミック

な流動体になる。新しい交通機関が旧い都市に侵入して、それ

を根底から組み換える。先駆的にサンテリアはそんなイメージ

を産出した。

　彼の残したスケッチの数は少ない。ここにその主要な作品が

完全復刻されている。世紀末特有の描法を学びながら、あると

きそれが爆発的に飛翔する瞬間のあったことを、あなたはこの

ドローイングをたどることによって感知できるだろう。それは

20世紀を特徴付ける大
メトロポリス

都市のヴィジョンであった。彼が残し

た手の痕跡をたどることによって、あなたはその歴史的な事件

に立ちあう気分にとらわれることであろう。新しい都市交通機

関と建築物が合体して流動化する。そのイメージに歴史上誰も

経験できなかった都市生活の中でのモデルニテをみることにな

る。

　イタリアの本国でもまだみられなかったサンテリア自身のド

ローイングの完全復刻が、この都市東京でなされることは、こ

の都市で彼のヴィジョンの一部が既に実現されたからではない

か、と私は考えたりする。ともあれ、このような出版がなされ

るという快挙にであえたことを、心から喜んでいる。

世界の先進都市の風景を予見

三宅理一　建築史家　

　イタリア未来派というと、20世紀を告げる新たなイメージを

世界に先駆けて示したということで知られています。アール・

ヌーヴォーに代表される世紀末のややディレッタントな雰囲気

から一転して、電気とスピードに彩られた未来の都市社会を賛

美し、その実現に向けて活発で戦闘的ですらある芸術運動を開

始したのです。詩人でアジテーターでもあるマリネッティがミ

ラノの運河沿いに金属音を発して走りぬける自動車の美学を

謳ったかと思うと、建築家のサンテリアは自動車・鉄道・航空

機と建築が一体となったヴィジョナリーな都市のイメージを製

図版の上に描きあげました。二点透視のダイナミックな構図が

三次元に広がった都市のヴォリュームをくまなく表現し、装飾

を剥ぎ取ったプレーンな表情で上に向かって積層していく高層

建築が、その後訪れる世界各地の先進都市の風景を予見してい

ます。

　ミラノで巻き起こったこの未来派の旋風は、20世紀初めの

ヨーロッパ世界に強い衝撃を与え、ロシア構成主義やオランダ

のデ・シュティルの運動の遠因となりました。サンテリアは早

すぎた才能を必ずしも生かしきれず、実作の上では目立った活

動はしていませんが、何よりも圧倒的なパワーを誇る「チッタ・

ヌオーヴァ」で世界史に残る仕事を果たしました。

　この図面が今回、鵜沢隆さんの註解と編集で世に問われると

聞き、20世紀の建築理解にまた新しいページが加わったと、長

らく建築史研究を行ってきた身として思いもまたひとしおで

す。



［主な作品］
建築装飾のための習作●記念碑・モンツァ新墓地●新ミラノ中央駅●灯台●電力センター●工場●橋●ヴェローナ貯
蓄銀行新本社●モンツァ墓地のカプロッティ家墓碑●コモ市労働者組合本部●男性が立つキオスクの習作●塔のある
記念碑の習作●教会●発電所●鉄道駅舎●鉄道と飛行機のためのステーション●外部エレベーターのついた階段状住
宅●新都市：歩行者のための第二の道路と中央のエレベーター●新都市：複層道路上に建つ階段状住宅●新都市：外
部エレベーター、ガッレリーア、3層道路上に架かるアーケード、サーチライト、無線電信塔のついた集合住宅

	150	 外部エレベーターのある階段状住宅　1914
	 	 紙に黒インク、ダークブルーの鉛筆　385 × 240

CASA A GRADINATA CON ASCENSORI ESTERNI 
inchiostro nero, matita nero-azzurra su carta
N. 303

55％縮小見本



解説篇

鵜沢  隆

総合芸術をめざしたイタリア未来派の運動は，きわめて都
市的な現象であった。新しい「機械」によって切り開かれた
新しい感性（スピード）が、芸術のさまざまなジャンルで実
験を繰り返し、未来派はアヴァンギャルド芸術のルーツと
なり、パフォーマンス、メディアアートの原点ともなった。
イタリアの偉大な過去の遺産に決別し、「未来」へのインス
ピレーションをすべての視座に据えて、20世紀初頭を駆
け抜けた未来派。
サンテリアの未来派建築は、たかだか数年の作品に過ぎな
いが、そこには世紀転換期に激変した都市や輸送機関、さ
らには新たに建設され始めた発電所が供給する電気による
新しい生活への、建築家の鋭敏な感性が結晶している。そ
うした都市や時代のテクノロジーを新たに検証し、未来派
のアヴァンギャルドな芸術運動の軌跡をたどりながら、サ
ンテリアの未来派建築の意味を、彼の短い生涯とすべての
作品の中に読み取ろうと試みる。さらには、サンテリア没
後の未来派の建築状況についても紹介する。
巻末には、サンテリアのパースペクティヴのCGによる空
間再現の試みも紹介している。さらに、コモ市立美術館収
蔵以外の作品を含む全作品のリストとその複製も収録し
て、サンテリアの作品の全貌を伝える。

内容
1．プロローグ
2．世紀末都市から
3．未来派の登場
4．未来派建築とサンテリア
5．未来派建築の終焉
6．エピローグ
資料1　メッセージ
資料2　CGによる空間再現
全作品リスト

74 75全作品リスト

全作品番号 本書作品
番号 作品タイトル（伊） 作品タイトル（和） 年代 技法／素材（伊） 技法／素材（和） サイズ

（タテ×ヨコ） 所蔵先

N. 1 1 STUDIO PER DECORAZIONE ARCHITETTONICA 建築装飾のための習作 1907-1909 matita nera su carta 紙に黒鉛筆 222× 163 Como, Musei Civici

N. 2 2 STUDIO PER DECORAZIONE ARCHITETTONICA 建築装飾のための習作 1907-1909 matita nera su carta 紙に黒鉛筆 276× 180 Como, Musei Civici

N. 3 STUDIO PER DECORAZIONE ARCHITETTONICA 建築装飾のための習作 1907-1909 matita nera su carta 紙に黒鉛筆 327× 220 Como, Banca Popolare di Lecco

N. 4 STUDIO DI EDIFICIO MONUMENTALE (SEPOLCRO ?) 記念碑の習作（霊廟？） ? matita nera su carta 紙に黒鉛筆 283× 180 Como, Banca Popolare di Lecco

N. 5 STUDIO DI EDIFICIO MONUMENTALE (SEPOLCRO ?) 記念碑の習作（霊廟？） ? matita nera su carta 紙に黒鉛筆 315× 215 Como, Banca Popolare di Lecco

N. 6 STUDIO DI VILLA, Veduta d’insieme 別荘の習作、外観 1908 pubblicato 雑誌掲載 / /

N. 7 STUDIO DI VILLA, Una parete della sala da pranzo 別荘の習作、ダイニングルーム 1908 pubblicato 雑誌掲載 / /

N. 8 STUDIO DI VILLA, Pianta del piano terreno 別荘の習作、1階平面図 1908 pubblicato 雑誌掲載 / /

N. 9 STUDIO DI VILLA, Pianta 別荘の習作、平面図 1910-1912 inchiostro nero su cartone 厚紙に黒インク 43× 58 Milano, collezione Anna e Gianfranca Sant’Elia

N. 10 3 STUDIO DI VILLA 別荘の習作 1908-1909 inchiostro nero con macchie di inchiostro rosso su carta a quadretti 方眼紙に黒インク、一部に赤インクの染み 99× 98 Como, Musei Civici

N. 11 4 STUDIO DI VILLA, Particolare 別荘の習作、部分 1908-1909 inchiostro nero su carta quadrettata 方眼紙に黒インク 147× 88 Como, Musei Civici

N. 12 5 STUDIO DI VILLA, Particolare 別荘の習作、部分 1908-1909 inchiostro nero su carta quadrettata 方眼紙に黒インク 158× 75 Como, Musei Civici

N. 13 6 EDIFICIO MONUMENTALE (EDICOLA FUNERARIA ?) 記念碑（霊廟？） 1908-1909 inchiostro nero e acquarello su carta 紙に黒インクと水彩（折り込み付き） 112× 75 Como, Musei Civici

N. 14 7 FACCIATA DI EDIFICIO CIMITERIALE 墓地の建物のファサード 1908-1909 inchiostro nero su carta quadrettata 方眼紙に黒インク 152× 88 Como, Musei Civici

N. 15 8 EDIFICIO MONUMENTALE 記念碑 1909 matita nera su carta 紙に黒鉛筆 160× 107 Como, Musei Civici

N. 16 9 EDIFICIO MONUMENTALE 記念碑 1909 matita nera su carta 紙に黒鉛筆 160× 102 Como, Musei Civici

N. 17 EDIFICIO MONUMENTALE 記念碑 1909 matita nera su carta 紙に黒鉛筆 177× 119 Cremona, Museo Civico

N. 18 10 EDIFICIO MONUMENTALE 記念碑 1909 matita nera su carta 紙に黒鉛筆 191× 134 Como, Musei Civici

N. 19 11 EDIFICIO MONUMENTALE 記念碑 1909 matita nera e sanguigna su carta 紙に黒と赤茶色の鉛筆 134× 136 Como, Musei Civici

N. 20 12 EDIFICIO MONUMENTALE 記念碑 1909 matita nera su carta 紙に黒鉛筆 131× 190 Como, Musei Civici

N. 21 13 EDIFICIO MONUMENTALE 記念碑 1909 inchiostro azzurro-cielo, matita nera e arancio su carta 紙に空色のインク、黒とオレンジの鉛筆 155× 108 Como, Musei Civici

N. 22 14 STUDI DI UNA VILLA 別荘の習作 1909 ? matita nera su carta 紙に黒鉛筆 217× 235 Como, Musei Civici

N. 23 15 EDIFICIO MONUMENTALE CON CUPOLA E SCALINATE クーポラと階段のある記念碑 1909-1910 matita nera su carta 紙に黒鉛筆 165× 105 Como, Musei Civici

N. 24 EDIFICIO MONUMENTALE CON CUPOLA E SCALINATA クーポラと階段のある記念碑 1909-1910 inchiostro oro, nero e blu su carta 紙に金と黒と青のインク 152× 95 Como, Banca Popolare di Lecco

N. 25 16 EDIFICIO MONUMENTALE CON CUPOLA クーポラのある記念碑 1909-1910 inchiostro nero, tempera bianca e verde, acquarello blu su carta 紙に黒のインク、白と緑のテンペラ、青の水彩 207× 121 Como, Musei Civici

N. 26 STUDIO PER UNA CUPOLA [Recto], Schizzo del volto di un uomo [Verso] クーポラの習作［表］、男の顔のスケッチ［裏］ 1909-1910 matita nera su carta 紙に黒鉛筆 155× 127 Como, Banca Popolare di Lecco

N. 27 LOCALE PER STUDIO D’ARCHITETTO　 建築家のスタジオ 1910 pubblicato 雑誌掲載 / /

N. 28 LOCALE PER STUDIO D’ARCHITETTO 建築家のスタジオ 1910 pubblicato 雑誌掲載 / /

N. 29 VILLINO MODERNO, Veduta d’insieme モダン・ヴィッラ、外観 1910 pubblicato 雑誌掲載 / /

N. 30 VILLINO MODERNO, Facciata secondaria モダン・ヴィッラ、立面図 1910 pubblicato 雑誌掲載 / /

N. 31 VILLINO MODERNO, Facciata secondaria モダン・ヴィッラ、立面図 1910 pubblicato 雑誌掲載 / /

N. 32 VILLINO MODERNO, Pianta モダン・ヴィッラ、平面図 1910 pubblicato 雑誌掲載 / /

N. 33 VILLA ELISI ヴィッラ・エリージ 1912 pubblicato 雑誌掲載 / /

N. 34 AUTORITRATTO 自画像 1911 matita nera su carta 紙に黒鉛筆 210× 90 Oltrona [Como], collezione Gianna Giamminola
Sant’Elia

N. 35 17 STUDIO DECORATIVO 装飾の習作 1911 matita nera e oro, acquarello arancio e verde su carta 紙に黒と金の鉛筆、オレンジと緑の水彩 172× 83 Como, Musei Civici

N. 36 STUDIO DECORATIVO 装飾の習作 1911 inchiostro nera e oro, tempera verde su carta 紙に黒と金のインク、緑のテンペラ 122× 72 不明

N. 37 STUDIO DECORATIVO 装飾の習作 1911 inchiostro nero e oro, tempera verde e bianca su carta 紙に黒と金のインク、緑と白のテンペラ 203× 126 不明

N. 3 N. 4 N. 5 N. 6 N. 7 N. 8 N. 9 N. 17 N. 24 N. 26表

N. 27 N. 28 N. 29 N. 30 N. 31 N. 32 N. 33 N. 34 N. 36 N. 37

全作品リスト

40 414　未来派建築とサンテリア

暗示される。しかも、これらがすでに1913年に描かれていた（N. 106：1913年7

月11日、N. 110：1913年8月9日、N. 115：1913年8月14日の書き込みがみられる）

ことは、彼がイメージしていた都市の基幹的な施設として「電力センター」を見
なしていたことの証しであろう。これらのドローイングには、建築のモニュメン
タリティと新しいテクノロジーの象徴としての「電気」とが一体化して、ケーブ
ルが暗示する「運動感」と「連続性」とが、すでに「新都市」を予感させる（p. 42参

照）。
　N. 120～148のドローイングは、「工場建築」と名付けられているが、それは
機能が特定されるからではなく、あくまでもその特徴的な形からの類推の結果で
ある（ただしN. 141、142に関しては、「電力センター」とする研究もある）

37
。

　これらのドローイングの中でも特に興味深いものがN.145である（図4-29）。そ
れには、一枚のドローイングに、異なる複数のパースペクティヴがレイアウトさ
れている。しかも、それぞれのパースペクティヴは、ほぼ同様なものが個別に描
かれている。そのドローイングの左上はN. 146（図4-30）、右中上はN. 151、152に、
右中下はN. 141、142に、下はN. 128である（図4-31）。つまりN. 145は、すで
に描いたものを集合化させた合成的な作品である。その作品の目的が、例えば「新
傾向」展での展示であったとする推測はできるが、それまで単体としてのみ描か
れていた建築が合成されたことで、それは「群」としての空間イメージを誘発さ
せ、それが「都市」へと敷衍されるイメージを生み出したとしても不思議ではな
かろう。おそらくはこの時すでに、サンテリアの中に「建築」から「都市」へと向
かう眼差しが醸成されていたに違いない。同様な意図から描かれたもうひとつの
作品N. 144があるが、これはオリジナル・ドローイングが現存せず、対応する
個別の作品も現存する作品の中では確認できない。

「新傾向」から未来派へ

　1914年はサンテリアにとって大きな転機となった。
　年が明けて間もない1月19日、父ルイージを亡くしている。建築家として独
立した矢先の父親の喪失は、二重の意味での自立を余儀なくしたと言えるであろ
う。彼は早速、亡き父のための墓の設計に取りかかっている。そのスタディとし
て描き残した彼のドローイング（N. 191～196）には、装飾に包まれた霊廟的な大
きなスケールのデザインから、簡潔なヴォリュームに彫像と名前だけが刻まれた
ものまで、デザインの振幅が確認できる（図4-32）。結果的には父親の墓碑はコモ
記念墓地に簡素な形で実現されたようだ（その後の墓地の整備拡張に伴って現在は確
認できない）。同じ年の12月、サンテリアはモンツァの墓地にジェラルド・カプロッ
ティのための墓碑を実現することになるが、設計依頼からほぼ1年が経過する中
で、父の墓碑のスケッチにも似た多数のスタディを残して、改めて父親の喪失を
噛みしめているかのような印象がその墓碑には刻まれている（p. 51参照）。
　2月1日に告示されたパルマ近郊のサルソマッジョーレの教会コンペに参加し
ているが、その応募案は現在確認できない。おそらくはN. 237～241、N. 331

～333がそのためのスタディとして推測される
38

。10月18日に公表された審査結
果は上位6案で再度コンペを行うというものであったが、サンテリアはその選に
は漏れていた。ただし、公表された審査結果の中で、選外となった案についての
コメントに、「選外にはなったが、〈ユートピア〉と題された応募案は、その美し
い図面が目を引いた。見事なタッチで描かれた教会の平面図や立面図の前で、審
査員たちはしばし足を止め、その作品には建築家の資質がいかんなく発揮され、
芸術的な修練が生き生きとしたイマジネーションへと膨らんでいることに称讃が
示された……」と記述されているのは、サンテリアの応募案への評価であるとの
指摘もある

39

。
　3月にはミラノでロンバルディア建築家協会（会長：G. ソッマルーガ）の後援で
開催された最初の展覧会に、サンテリアはサルソマッジョーレの教会のコンペの
ための数枚のスケッチを展示している。当時絶頂を極めていた建築家ジュリオ・
ウリッセ・アラタ

40

はその展覧会を訪れて、「多数の若い建築家の中でも、最も優
秀かつ衝撃的で、論理的かつ独創的なのは、アントニオ・サンテリアである」と
絶賛し

41

、前述のサルソマッジョーレの教会コンペでの「審査評」と併せて、この
建築家の非凡な才能への注目が確認され、父親を喪失した直後のこの建築家に
とって、こうした評価が梃子となったであろうことが推測される。この時期直後
から、サンテリアは次々に意欲的な活動を展開していく。
　4月にはA. カントーニと共同で参加した前述の「ヴェローナ貯蓄銀行新本社」
設計競技での審査の結果、5作品が選ばれて第2次設計競技への5候補案が公表
されて、カントーニ案もその中に選ばれて第2次コンペへの応募案が検討される
（p. 37参照）。

第1回「新
ヌオーヴェ・テンテンツェ

傾 向 」展開催

　5月20日から6月10日にかけて
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ミラノの大聖堂の北側にあるファミーリ
ア・アルティスティカ・ギャラリー
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（アニェッロ通り8番地）で開催された第1回

「新
ヌオーヴェ・テンデンツェ

傾 向 」グループ展
44

（画家ドュードゥルヴィルと批評家ネッビアの呼びかけ
に応じて結成）にサンテリアも参加した。他のメンバーは、画家ドュードゥルヴィ
ル、エルバ、フーニ、ニッツォーリ、ビシ=ファッブリ、彫刻家ポッサマーイ、
テキスタイル・デザイナーのフィードラ、そして建築家マリオ・キアットーネで
ある。
　この展覧会へのサンテリアの参加は、ふたつの点で重要な意味を持つことにな
る。ひとつは、この展覧会がサンテリアの作品「新

チッタ・ヌオーヴァ

都市」の初出の記録となった
こと。もうひとつは、展覧会カタログに彼の「メッセージ」が発表されたことで
ある。

「新
チッタ・ヌオーヴァ
都市」のドローイング

　彼が展示したのは16の作品で、それらは「鉄道と飛行機のステーション：1点」、
「新都市のディテール：6点」、「新住宅：1点」、「発電所：3点」、そして「建築スケッ

チ：5点」と記録されている。近年L. カラメルとA. ロンガッティによって出展
作品は4点を除いて特定され、N. 260、263、264、269、292、294、295、303、
315、319、327、328と報告されている
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（図4-33、34、35、36、37、38、43、39、

40、42、41、44）。それぞれのドローイングの関係から推測すると「列車と飛行
機のステーション」がN. 292、「新都市のディテール」がN. 269、294、295、315、
327、328、「新住宅」がN. 303、「発電所」がN. 260、263、264、そして「建築ス
ケッチ」がN. 319であろうと思われる。
　「新

チッタ・ヌオーヴァ

都市」のドローイングがそれまでの空間スタディと決定的に異なるのは、
それぞれが明らかにプレゼンテーションを意図して描き込まれている点である。
どれもが透視図法的に破綻がない点もそれ以前のパースペクティヴとは異なる
（pp. 38-39参照）。そのための下書きも多数確認される。N. 292にはN. 293が、N.

295にはN. 296～298、N. 303にはN. 304～308、N. 328にはN. 329、N. 319

にはN. 320～321といった下書きが存在する。
　また、それ以前のドローイングがほとんど建築単体のヴォリューム・スタディ
であったのと比較すると、それぞれの建築的機能が具体的に想定され、窓枠や手
摺、壁面の割り付け等、ディテールに至るまで書き込まれて、それぞれが都市施
設として構想されている点が特徴的である。それぞれは独立したパースペクティ
ヴ・ドローイングであるが、詳細に見ていくと、それぞれのドローイングの関係
が推測できる。
　都市的な景観として描かれたのがN. 292、327、328であり、それらは他のドロー
イングで細部が補完的に表現される。N. 294はN. 292の正面右側部分、N. 269

はN. 327（N. 328も類推される）の鉄道軌道に架かる橋脚部分、N. 295とN. 303

はN. 327の集合住宅部分の詳細、そしてN. 315はN. 295の背面側の部分詳細と
見なすことができる。そしてN. 327とN. 328は、都市の幹線道路である3層道
路沿いに建つ異なる建築群であり、さらにN. 319が、そのもうひとつのバリエー
ションである。つまり、それぞれのパースペクティヴは都市の「断片」でありな
がらも、都市の景観的レベル（N. 292、319、327、328）から、工作物的レベル（N.

269）、建築的レベル（N. 295、303）、詳細的レベル（N. 315）へと描き分けられ、そ
れらが緩やかなつながりを形成して、まさに新しい都市の姿を多層的に描いてい
る。
　これらの関連する都市建築のドローイング群に対して、水力発電所を描いたN.

260、263、264は一見奇異に映る。しかし、サンテリアにとっての新しい「機械
都市」のイメージは、人、モノ、情報すべてが「電気」によって移送され、流動的
で「移ろいやすいもの、あるいは速度に対する嗜好」が反映されたものであり、「発
電所」は彼が思索する新しい都市には不可欠な施設であった。とくに「水力発電
所」の「ドラマティック」な急勾配の形態は、そのエネルギーが一気に都市へと直
流するかのようなイメージを抱かせる。
　サンテリアの「発電所」の形態が、初期のモニュメンタルな建築のスタディと
極めて酷似している点はすでに指摘したように注目に値する。あたかもサンテリ
アにとって、「発電所はいわば電気を崇める宗教の大聖堂

46

」であるかのようだ。
　ところで、シンメトリーの構成を強調するかのように一点透視図法で描かれた

図4-28	 マリオ・キアットーネ、「現代メトロポリスの建設」1914年図4-26	「橋の習作」（55/N.	95）1913年 図4-27	 マリオ・キアットーネ、「温泉施設、入口部分
のパースペクティヴ」1914年

図4-29	「建物の習作（工場、駅舎、発電所）」（N.	145）1913年

図4-30	「建物（橋と連結した？）の習作」
	 （92/N.	146）1913年

図4-32	「ルイージ・サンテリアの墓の習作」（N.	191）
1913年

図4-31	「工場」（81/N.	128）1913年

47	　建物の習作　1913

19	　装飾の習作　1911
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